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号
）

は
じ
め
に

　
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
問
題
と
は
、
経
営
不
振
に
陥
っ
た
豊
島
園

が
そ
の
打
開
策
と
し
て
馬
券
売
場
を
園
内
に
建
設
し
よ
う
と
し
た

こ
と
に
対
し
、
地
元
練
馬
区
住
民
が
反
対
運
動
を
展
開
し
、
建
設

申
請
を
撤
回
さ
せ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
一
九
七
五
年
と

一
九
七
八
年
の
二
回
に
わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
の
事
実
に

関
し
て
は
、『
練
馬
区
議
会
史
（
１
）

』
に
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

詳
細
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
２
）
。
本
稿
で
は
、「
座

り
込
み
」
と
い
う
特
徴
的
な
出
来
事
が
発
生
し
た
一
九
七
八
年
の
馬

券
売
場
建
設
問
題
の
プ
ロ
セ
ス
と
反
対
運
動
の
論
理
に
関
し
て
、
主

に
「
練
馬
母
親
連
絡
会
（
３
）
」
の
資
料
群
（
立
教
大
学
共
生
社
会
研
究
セ

ン
タ
ー
所
蔵
）
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
こ

の
資
料
群
は
、「
母
親
」
た
ち
の
馬
券
売
場
建
設
反
対
派
の
視
点
に

よ
る
記
述
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
用

い
る
こ
と
で
、
住
民
運
動
側
か
ら
見
た
運
動
の
特
質
を
描
く
こ
と
が

出
来
る
。

　
当
時
の
練
馬
区
は
革
新
区
政
が
し
か
れ
て
お
り
、
今
回
の
豊
島
園

場
外
馬
券
売
場
反
対
運
動
も
、
革
新
区
政
を
支
え
て
い
た
住
民
運
動

の
一
環
と
捉
え
ら
れ
る
。「
母
親
」
た
ち
は
区
政
・
都
政
と
の
関
係

研
究
ノ
ー
ト

「
母
親
」
た
ち
は
な
ぜ
「
座
り
込
み
」
を
し
た
の
か

　
　
―
一
九
七
八
年
の
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
反
対
運
動

増
　
渕
　
美
　
穂
・
石
　
倉
　
香
　
鈴
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「
母
親
」
た
ち
は
な
ぜ
「
座
り
込
み
」
を
し
た
の
か
（
増
渕
・
石
倉
）

を
強
く
意
識
し
て
運
動
を
進
め
、
革
新
自
治
体
の
支
持
基
盤
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
場
外
馬
券
売
場
問
題
の
際
に
「
座

り
こ
み
」
と
い
う
実
力
行
使
に
出
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
「
母
親
」
た
ち
は
な
ぜ
、
通
常
行
う
こ
と
が
な
か
っ
た
「
座
り
こ

み
」
と
い
う
、リ
ス
ク
を
伴
う
よ
う
な
行
為
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
近
年
の
革
新
自
治
体
の
研
究
は
首
長
側
か
ら
描
か
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
（
４
）

、
住
民
運
動
側
か
ら
そ
の
特
徴
を
描
く
こ
と
で
、
革

新
自
治
体
の
新
た
な
側
面
を
提
示
で
き
る
。

　
本
稿
の
構
成
と
し
て
は
、
第
一
章
は
、
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
問

題
に
関
し
て
、従
来
研
究
史
上
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、

当
時
の
状
況
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
第
二
章

で
は
、
そ
こ
に
て
特
徴
的
な
動
き
を
し
た
「
母
親
」
た
ち
の
行
動
を

通
し
て
、「
座
り
込
み
」
の
意
義
を
示
し
て
い
く
。
研
究
史
上
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
母
親
運
動
と
区
政
・
都
政
と
の
関
係
を
前
提
と
し

つ
つ
、
以
上
の
分
析
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
対
象
と
し
て

い
な
い
、豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
反
対
運
動
に
お
け
る
「
座
り
こ
み
」

の
論
理
を
解
明
す
る
。

　
な
お
本
稿
で
は
、
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
反
対
運
動
に
参
加
し
て

い
た
女
性
た
ち
を
、
鍵
括
弧
を
付
し
た
「
母
親
」
と
し
て
表
記
し
用

い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
運
動
に
携
わ
っ
た
女
性
た
ち
の
中
に
は
、
練

馬
母
親
連
絡
会
に
所
属
し
て
い
る
も
の
の
独
身
で
子
ど
も
を
持
た
な

い
女
性
も
い
れ
ば
、
連
絡
会
に
は
所
属
し
な
い
も
の
の
、
地
元
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
員
と
し
て
、
署
名
活
動
に
奔
走
し
た
女
性
な
ど
も
い
た
。
こ

の
よ
う
な
、様
々
な
女
性
が
本
運
動
に
参
加
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

執
筆
分
担
に
関
し
て
は
、「
は
じ
め
に
」
と
「
第
一
章
」
が
増
渕
美
穂
、

「
第
二
章
」
と
「
お
わ
り
に
」
が
石
倉
香
鈴
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
章
　
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
建
設
問
題
に
見
る
、
革
新
派

　
　
　
　
住
民
の
動
き

（
一
）
豊
島
園
の
場
外
馬
券
売
場
建
築
申
請

　
豊
島
園
と
は
、
練
馬
区
に
所
在
し
、
西
武
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
株

式
会
社
豊
島
園
が
運
営
し
て
い
た
遊
園
地
で
あ
る
。
豊
島
園
は
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
営
業
不
振
に
陥
っ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
お

り
（
５
）
、
そ
の
経
営
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
馬
券
売
場
建
設
が
目

指
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
６
）

。
一
回
目
の
建
築
確
認
申
請
は

一
九
七
五
年
一
二
月
五
日
に
練
馬
区
役
所
に
提
出
さ
れ
た
が
、
周
辺

住
民
と
地
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
豊
島
園
場
外
馬
券

売
場
建
設
反
対
同
盟
」（
以
下
、
反
対
同
盟
と
記
す
）
や
、
区
立
南

町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
中
心
と
し
て
反
対
運
動
が
巻
き
起
こ
り
、

一
九
七
六
年
一
月
二
三
日
の
練
馬
区
議
会
環
境
建
設
委
員
会
に
て
不

採
択
と
な
っ
た
（
７
）
。

　
し
か
し
豊
島
園
は
一
九
七
八
年
三
月
八
日
に
、
二
回
目
の
建
築
申

請
を
再
び
練
馬
区
に
提
出
し
た
。
詳
し
い
計
画
内
容
は
図
一
の
通
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史
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り
で
あ
る
。
計
画
遂
行
に
当
た
っ
て
豊
島
園
側
は
、
未
亡
人
会
や

地
元
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
元
商
店
会
や
母
子
家
庭
福
祉
連
合
会
、
自
民
、

民
社
、
公
明
党
の
各
区
議
会
議
員
に
根
回
し
を
行
っ
た
と
い
う
（
８
）
。 

一
九
七
八
年
に
お
け
る
建
築
申
請
の
提
出
は
、
賛
成
派
を
中
心
に
水

面
下
に
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
反
対
同
盟
を
中
心
と
し
た
「
練

馬
母
親
連
絡
会
」（
以
下
、
主
語
と
し
て
用
い
る
際
は
連
絡
会
側
と

記
載
）
な
ど
の
馬
券
売
場
建
設
反
対
派
の
具
体
的
な
動
き
は
、
建
築

申
請
が
出
さ
れ
た
の
ち
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
９
）
。

（
二
）
建
築
申
請
が
出
さ
れ
た
の
ち
の
反
対
派
の
動
き
と
、
賛
成
派

に
よ
る
「
強
行
採
決
」

　
連
絡
会
側
が
豊
島
園
の
建
築
確
認
申
請
の
存
在
を
認
識
し
た
の

は
、
豊
島
園
が
申
請
を
出
し
た
翌
日
の
三
月
九
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ

を
受
け
翌
日
以
降
、
反
対
同
盟
な
ど
か
ら
連
絡（
（1
（

が
あ
り
、
連
絡
会
は

二
七
日
の
本
会
議
に
間
に
合
う
よ
う
、
一
七
日
に
区
議
会
へ
の
陳
情

に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
建
築

確
認
申
請
の
付
託
先
と
な
っ
て
い
る
都
市
・
環
境
委
員
会
の
今
回
の

構
成
議
員
は
賛
成
派
で
あ
る
自
公
が
六
人
、
反
対
派
の
社
共
が
二
名

で
あ
っ
た
た
め
（
図
二
）、
連
絡
会
側
は
採
択
で
は
見
込
み
は
な
い

と
考
え
た
た
め
で
あ
る（
（1
（

。
そ
こ
で
連
絡
会
側
は
、
環
境
以
外
の
委
員

会
で
あ
る
文
教
、
交
通
、
企
画
、
総
務
の
各
委
員
会
に
か
け
ら
れ
る

よ
う
な
も
の
に
す
る
べ
く
、
討
議
を
行
っ
て
内
容
を
練
り
、
そ
の
内

容
を
直
接
議
長
や
区
長
、
教
育
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
と
い

う（
（1
（

。
　
三
月
一
七
日
に
は
予
定
通
り
に
、
母
親
連
絡
会
に
よ
る
陳
情
内
容

に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
各
グ
ル
ー
プ
、

団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ま
た
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
有
志
の
名
で（
（1
（

」、
数
多
く
の
陳
情

が
準
備
さ
れ
た
。
翌
一
八
日
に
は
反
対
同
盟
を
中
心
に
区
長
、
区
議

会
議
長
、
教
育
長
へ
直
接
申
し
入
れ
を
行
う
ほ
か
に
、
請
願
と
陳

情
が
区
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
日
以
後
も
、
本
会
議

に
向
け
て
数
多
く
の
請
願
・
陳
情
が
提
出
さ
れ
た
（
図
三
）。
反
対

派
の
提
出
理
由
で
多
く
を
占
め
て
い
た
の
は
、
青
少
年
へ
の
影
響

（
一
六
％
）
と
、教
育
環
境
を
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
（
一
五
％
）

で
あ
っ
た
（
図
四
）。

　
打
ち
合
わ
せ
以
後
か
ら
本
会
議
最
終
日
に
か
け
て
提
出
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
の
傾
向
よ
り
み
る
と
、
件
数
に
関
し
て
は
、
陳
情
・
請
願

を
そ
れ
ぞ
れ
合
計
す
る
と
賛
成
派
は
一
七
七
件
、
反
対
派
は
一
五
三

件
で
あ
り
、
賛
成
派
の
方
が
多
い
。
一
方
、
署
名
数
で
は
賛
成
派
は

二
万
二
四
一
二
件
、
反
対
派
は
三
万
四
二
九
四
件
と
な
っ
て
お
り
、

反
対
派
の
ほ
う
が
約
一
万
一
〇
〇
〇
件
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
、そ
の
後
の
委
員
会
で
は
賛
成
派
の
意
見
が
採
択
さ
れ
て「
強

行
採
決
」
と
な
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
理
由
と
し
て
は
、
連
絡
会
側
が
自
覚
し
て
い
た
よ
う
に
、
今
回
の
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「
母
親
」
た
ち
は
な
ぜ
「
座
り
込
み
」
を
し
た
の
か
（
増
渕
・
石
倉
）

問
題
の
付
託
先
で
あ
る
都
市
・
環
境
委
員
会
で
の
革
新
派
勢
力
の
弱

さ
が
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
三
年
よ
り
練
馬
区
政
は
田
畑
健
介
（
無

所
属
）
区
長
の
も
と
で
の
革
新
区
政
で
あ
っ
た
も
の
の
、
革
新
自
治

体
後
期
に
は
そ
の
地
盤
が
弱
体
化
し
て
き
て
い
た
。
結
果
、
区
議
会

議
員
で
の
党
派
傾
向
と
し
て
も
保
守
派
が
七
割
を
占
め
て
お
り
（
図

二
）、
こ
う
し
た
「
党
派
の
ね
じ
れ
」
が
、
請
願
の
紹
介
議
員
の
傾

向
や
、
都
市
・
環
境
委
員
会
の
構
成
員
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
と

見
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
反
対
派
が
請
願
に
際
し
、
決
し
て
革
新

党
派
議
員
の
み
を
頼
る
の
で
は
な
く
、
革
新
党
派
議
員
の
署
名
数
以

上
に
、
保
守
系
の
議
員
へ
多
く
の
請
願
署
名
を
求
め
て
い
た
点
は
、

注
目
に
値
す
る
（
図
五
）（
（1
（

。

　
ま
た
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
も
と
も
と
豊
島
園
側
は
「
強

行
採
決
」
す
る
つ
も
り
で
行
動
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
賛
成
派
は

建
築
申
請
を
出
す
に
あ
た
り
、
上
述
し
た
よ
う
に
地
元
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
に
根
回
し
を
行
っ
て
い
た
。
か
つ
、
建
築
申
請
を
出
す
時
期
も
、

三
月
八
日
に
行
わ
れ
た
練
馬
区
議
会
第
一
回
定
例
会
の
一
般
質
問
が

終
わ
っ
た
こ
ろ
を
見
計
ら
っ
て
提
出
し（
（1
（

、
賛
成
派
に
と
っ
て
有
利
に

事
が
進
む
よ
う
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
反
対
派
が
行
動
を
起
こ
さ
ぬ

う
ち
に（
（1
（

委
員
会
を
開
い
て
審
議
を
重
ね（
（1
（

、
本
会
議
最
終
日
で
あ
る
三

月
二
七
日
（
月
曜
日
）
の
直
前
に
あ
た
る
二
五
日
（
土
曜
日
）
に
「
強

行
採
決
」
を
実
行
す
る
狙
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　「
母
親
」
た
ち
は
一
七
日
以
降
、
引
き
続
き
陳
情
・
請
願
提
出
を

行
な
う
ほ
か
に
、
三
月
一
五
日
と
一
八
日
に
開
か
れ
た
委
員
会
を
傍

聴
し
て
い
た
が
、
事
が
大
き
く
動
い
た
の
は
二
四
日
で
あ
っ
た
。
こ

の
日
は
三
回
目
の
委
員
会
が
開
か
れ
た
も
の
の
、
豊
島
園
側
に
よ
る

一
時
間
ほ
ど
の
簡
潔
な
説
明
に
留
ま
っ
た
。
そ
し
て
夜
に
な
る
と
、

連
絡
会
側
に
、
明
日
強
行
採
決
を
す
る
と
い
う
趣
旨
の
連
絡
が
入

る（
（1
（

。
　
二
五
日
に
は
、
一
二
時
半
よ
り
四
回
目
と
な
る
委
員
会
が
開
会
し

た
が
、
こ
れ
は
保
守
側
の
要
求
に
よ
っ
て
急
遽
開
か
れ
た
も
の（
（1
（

で

あ
っ
た
。
委
員
会
の
最
中
に
委
員
ら
は
後
楽
園
と
豊
島
園
現
地
に
視

察
に
行
き
、
夕
方
の
五
時
に
再
び
開
会
と
な
る
。
ま
も
な
く
桶
直
正

委
員
（
自
由
民
主
党
）
の
「
も
う
四
回
も
委
員
会
を
開
い
て
十
分
審

議
を
し
た
の
だ
か
ら
採
決
に
入
れ（
（2
（

」
と
い
う
採
決
要
求
が
あ
り
、
革

新
派
の
議
員
が
発
言
を
求
め
て
手
を
挙
げ
て
い
る
最
中
に
、「
強
行

採
決
」
と
な
っ
た（
（2
（

。

　
以
上
よ
り
、
賛
成
・
反
対
派
両
者
共
に
苛
烈
な
請
願
・
陳
情
合
戦

が
行
わ
れ
た
が
、
反
対
派
に
と
っ
て
は
、
連
絡
会
側
を
は
じ
め
と
す

る
努
力
は
叶
わ
ず
、
委
員
会
の
結
果
か
ら
評
価
す
る
と
失
敗
に
終

わ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
連
絡
会
側
は
当
初
よ
り

「
強
行
採
決
」
さ
れ
る
可
能
性
を
理
解
し
た
上
で
行
動
を
起
こ
し
て

い
た
が
、
そ
の
予
想
が
現
実
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
区
長
は
明
確
な

意
思
表
示
を
控
え（
（2
（

、
連
絡
会
側
の
直
接
行
動
で
あ
る
申
し
入
れ
も
効

果
を
示
さ
な
か
っ
た
。
加
え
、保
守
派
が
多
数
を
占
め
て
い
た
都
市
・
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環
境
委
員
会
に
よ
っ
て
陳
情
・
請
願
が
正
当
な
方
法
で
判
断
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
、「
強
行
採
決
」
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
膨
大
な
陳
情
の
署
名
集
め
が
実
現
し
た
の
は
、
練
馬
母
親
連
絡

会
を
含
む
反
対
同
盟
の
ほ
か
、
地
元
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
働
き
か
け
も

あ
り
、
ク
ラ
ス
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
署

名
集
め
に
奔
走
し
た（
（2
（

「
母
親
」
た
ち
の
成
果
で
あ
る
。

（
三
）「
強
行
採
決
」
以
後
行
わ
れ
た
、反
対
派
に
よ
る
「
座
り
込
み
」

　
三
月
二
七
日
は
区
議
会
本
会
議
の
最
終
日
で
あ
っ
た
が
、
予
定
し

て
い
た
委
員
会
や
本
会
議
は
夜
に
な
っ
て
も
開
か
れ
な
か
っ
た
た

め
、
そ
の
う
ち
反
対
住
民
ら
が
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
に
大
勢
集
ま
っ
て

い
た
。『
豆
ニ
ュ
ー
ス
』
に
よ
る
と
、
こ
の
日
詰
め
か
け
た
人
は
約

六
〇
〇
人
、
徹
夜
を
通
し
て
座
り
込
ん
だ
人
は
一
八
〇
人
余
で
あ
っ

た
と
い
う
。こ
の
座
り
込
み
が
功
を
奏
し
、公
明
党
が
反
対
側
に
な
っ

た
と
い
う
二
八
日
の
深
夜
午
前
二
時
頃
に
豊
島
園
側
は
一
斉
に
引
き

上
げ（
（2
（

、
こ
こ
に
て
「
強
行
採
決
」
は
覆
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
会
期
を
一
日
延
長
し
て
二
八
日
午
前
九
時
か
ら
開
か
れ

た
本
会
議
に
て
「
強
行
採
決
無
効
、
継
続
審
議
」
と
な
っ
た
。
そ
し

て
四
月
二
八
日
に
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
の
建
築
確
認
申
請
が
取
り

下
げ
ら
れ
る（
（2
（

。
こ
こ
に
て
馬
券
売
場
建
設
は
一
旦
白
紙
に
戻
さ
れ（
（2
（

、

「
強
行
採
決
」
を
巡
る
運
動
は
ひ
と
段
落
つ
く
こ
と
と
な
っ
た（
（2
（

。

（
四
）
小
括

　
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
建
設
問
題
に
お
け
る
革
新
派
の
動
き
は
、

陳
情
・
請
願
合
戦
の
努
力
も
叶
わ
ず
、
保
守
派
が
多
数
を
占
め
て
い

た
委
員
会
に
よ
っ
て
反
対
派
の
陳
情
・
請
願
が
公
平
な
観
点
で
取
り

扱
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、「
強
行
採
決
」
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
反
対
派
は
次
な
る
行
動
と
し
て
実
力
行
使
で
あ
る
「
座

り
込
み
」
を
実
行
し
、「
強
行
採
決
」
は
覆
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
第
二
章
で
は
、
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
反
対
運
動
に
お
い

て
象
徴
的
な
活
躍
を
見
せ
た
「
練
馬
母
親
連
絡
会
」
の
三
人
の
「
母

親
」
た
ち
を
見
て
い
く
。
そ
の
際
に
は
、「
母
親
」
た
ち
が
残
し
た

記
録
を
用
い
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
運
動
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
た

の
か
、「
母
親
」
ら
が
持
つ
問
題
意
識
に
迫
っ
て
い
く
。
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豊島園の計画内容

　場　　所：　豊島園内、フィールドアスレチック跡地
　敷地面積：　約 18,000 平方メートル
　建　　物：　二階建て鉄骨造、延べ面積 6,000 平方メートルで建設
　建物所有：　城北駐車場株式会社　（代表：梅原省三郎）
　運  営  者：　特殊法人　日本中央競馬会
　発売日数：　土日祝（平日は営業しない）

・中央競馬会初めての登録会員制（約 3万人）を採用する
・会員には車利用を禁じ、公共交通機関を利用するよう要請するため、交通混雑・渋滞問題は
解決できる

・会員のみに限るため、ゴミなどの環境公害を押さえられる
・登録される利用者をチェックでき、また園内に設置するため、学生、未成年を除くことがで
きる。それによって青少年への悪影響は抑えられ、教育上の問題も解消される

・付近の地域には競馬会による資金援助を行うため、近隣の地域の環境整備が進む（道路、下水道、
学校、幼稚園、福祉施設などの整備拡充。他、防火設備などの地域の備品を寄付）

・環境交付金は、豊島園の場合の予定額は 5000 万円前後を想定している
・地元の女性（特に母子家庭の婦人 )を優先して雇用するため、不況の中での良い働き口となる
・清掃員には主に高齢者を優先採用する 

賛成派 反対派

主な
構成員

株式会社豊島園
城北駐車場株式会社
未亡人会（正式名称不明）
地元 PTA（具体的な地名は不明）
地元商店会（向山）
母子家庭福祉連合会

豊島園場外馬券売場建設反対同盟（代表：
荒井寿雄）
区立南町小学校 PTA（代表：水野弁雄）
練馬母親連絡会（馬券売場問題担当は蔵園
正枝、姉歯久子、松本輝代）
練馬区労働組合総連合
練馬区労働組合協議会
その他近隣住民など

出典）「限定会員制　豊島園内場外勝馬投票券売所開設について」（『豊島園場外馬
券売場反対（七五―七八）』立教大学共生社会研究センター所蔵）、「連載　
住民自治への模索　第一回　練馬母親連絡会にみる主婦たちの住民運動」
（『住民と自治』一六四号、一九七七年一月）三四頁、「『馬券売り場』で練馬
揺れる　豊島園に新設計画　賛否両論また激突」（『読売新聞』一九七八年三
月一六日、朝刊地方欄）、「土壇場の攻防　豊島園の場外馬券売り場　深夜議
会で延々と」（『読売新聞』一九七八年三月二八日、朝刊地方欄）。

図一　豊島園による資料説明の内容と、賛成派・反対派の構成員
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地位 名前 所属 自公 社共 党派 人数 割合
委員長 髙橋哲夫 民社党 1

自公
自由民主党 26

39
（70％）副委員長 岡本和男 日本民主党 1 公明党 10

委員 横山繁雄 自由民主党 1 民社党 3
楠　直正 自由民主党 1

社共
日本共産党 8 17

（30％）野瀬常信 自由民主党 1 日本社会党 9
矢崎久雄 自由民主党 1 総計 56
安藤美義 公明党 1
矢沢重光 日本共産党 1

総数 6 2

請願 陳情
賛成 反対 賛成 反対

件数 外署名の
人数 件数 外署名の

人数 件数 外署名の
人数 件数 外署名の

人数
2月 10 日 1 4

11 日 1 67
12 日 1 55

3 月 14 日 1 12,431 7 1,421 15 807
15 日 16 1,925 1 1
16 日 9 856 2 454
17 日 1 573 4 566 33 6
18 日 3 1,085 22 1,021
19 日
20 日 34 3,560 3 189
21 日
22 日 2 441 47 4,170 18 4,151
23 日 5 5,664 16 1,672 18 45
24 日 1 62 9 1,457 40 5,530 16 3,454
25 日 2 2,595 24 912

6 月 27 日 1 980 7 552
計 1 62 22 22,631 176 22,350 131 11,663

図二　昭和五三年当時の都市・環境委員会メンバー（下左図）と、練馬区議
会議員の党派傾向（下右図）

出典）前掲「資料編」『練馬区議会史』九六頁、四三一～四三三頁。

図三　一九七八年に見る、豊島園場外馬券売場に関する請願・陳情数

出典）『練馬区議会年報　昭和 53 年版』（練馬区議会事務局、一九七九年）
八四～一九五頁。

※「外署名の人数」とは、陳情・請願の代表提出者のほかに、その陳情・請
願に賛同した署名者数を示している。
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賛成派議員の請願記名数 反対派議員の請願記名数
議員名 所属 自公 社共 議員名 所属 自公 社共

高橋　威司 自由民主党 1 高橋　威司 自由民主党 19
安藤　美義 公明党 1 追田　利行 民社党 20
大橋　静男 民社党 1 田中てるみ 公明党 18
総数 3 0 越後　幹雄 自由民主党 11

宇野津定三 公明党 3
中本ひろし 日本共産党 22
小又　恒男 日本共産党 16
正清　太一 日本共産党 7
土屋　新一 日本共産党 1
田原　寿恵 日本共産党 1
総数 71 47

図五　請願紹介議員の記名数・党派傾向

出典）前掲『練馬区議会年報　昭和 53 年版』八四～一九五頁、「資料編」『練
馬区議会史』練馬区議会、一九九一年、一八～四九・四三一～四三三頁。

出典）前掲『練馬区議会年報　昭和 53 年版』八四～一九五頁。

賛成陳情・請願の内容 割合 反対陳情・請願の内容 割合

地域社会（学校など）と地元商店街の
繁栄をもたらす 17％ 1. 教育環境を破壊する 15％

限定登録会員制という新しいシステム
で、ゴミ公害、青少年への影響などと
いった諸問題は解消される。

17％
2. 青少年に悪影響をおよぼす。 16％

3. 地域環境を破壊する。 9％

環境整備、福祉活動に対する具体的援
助が期待できる。 12％ 4. 社会環境を破壊する。 3％

豊島園は災害時における重要なる避難
場所となる。よって、その安全なる空
間確保は豊島園の安定した経営によっ
てこそ可能である

1％

5. 自然環境を破壊する。 2％

6. 生活環境を破壊する。 8％

7. 交通公害をもたらす。 12％

競馬は健全な大衆娯楽として国民各層
に愛好されている
（競馬ファンの夢が叶う）

11％
8. 歴史的遺産を破壊する。 3％

9. 基本構想に反する。 3％

働く女性の職場が獲得される 16％ 10. 建築確認をおろすな。 12％

青少年に与える影響はない 11％ 11. 文教委員会で審議されたい。 3％

社会事情を大局的に考えると有効面が
多い 11％ 12. 交通対策特別委員会で審議されたい。 1％

緑を保護できる 0.3％ 13. 教育委員会で審議されたい。 2％

環境清掃が徹底される 3％ 14. 教育的観点から調査されたい。 8％

15. 豊島園に関し、民意が反映できる委
員会を設置されたい。 2％

16. 教育と交通の面からも審議されたい。 1％

図四　賛成・反対陳情の内容とその傾向



－  50  －－  51  －

史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

第
二
章
　「
座
り
込
み
」
に
参
加
し
た
「
母
親
」
た
ち

（
一
）
練
馬
の
「
母
親
」
た
ち

　
反
対
運
動
に
参
加
し
て
い
た
練
馬
母
親
連
絡
会
と
は
、
一
九
五
四

年
の
第
五
福
竜
丸
事
件
を
き
っ
か
け
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

日
本
母
親
大
会
を
端
緒
と
し
て
一
九
五
七
年
頃
に
結
成
さ
れ
た
、
練

馬
区
の
女
性
運
動
の
中
核
と
な
る
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
る（
（2
（

。
彼
女

た
ち
は
、
東
京
二
三
区
で
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
こ

と
を
意
味
す
る
「
練
馬
格
差
」
の
解
消
を
目
指
す
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ

問
題
関
心
の
あ
る
教
育
、
福
祉
、
消
費
者
、
都
市
計
画
、
環
境
な
ど

で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
住
民
運
動
を
進
め
た
。
そ
し
て
各
人
が
そ
の
グ

ル
ー
プ
の
進
捗
状
況
や
課
題
を
月
一
回
の
練
馬
母
親
連
絡
会
の
定
例

会
や
臨
時
の
連
絡
会
で
持
ち
寄
り
、
機
関
紙
『
豆
ニ
ュ
ー
ス
』
を
発

行
す
る
な
ど
、
各
グ
ル
ー
プ
で
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
運
動
を
進
め

て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
「
自
分
が
い

ま
一
番
困
っ
て
い
る
こ
と
、
腹
を
た
て
て
い
る
こ
と
を
ひ
っ
さ
げ
て
、

い
そ
い
そ
と
あ
る
い
は
血
相
変
え
て
連
絡
会
に
集
ま
」
り
、
「
自
分
の

か
か
え
て
い
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活
動
の
し
か
た
、
道
す
じ

を
見
つ
け（
（2
（

」
て
い
っ
た
と
い
う
。
連
絡
会
に
は
会
則
も
な
く
、
会
長

な
ど
の
役
員
も
置
か
ず
、
交
代
で
数
人
が
事
務
局
を
担
当
し
て
い
た（
（3
（

。

　
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
反
対
運
動
で
も
、
練
馬
母
親
連
絡
会
は
馬

券
売
場
建
設
に
反
対
し
署
名
運
動
や
座
り
込
み
を
行
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、「
座
り
込
み
」
と
い
う
実
力
行
使
に
訴
え
る
手
段
は
日
ご

ろ
の
「
母
親
」
た
ち
の
活
動
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
。
で
は

な
ぜ
「
母
親
」
た
ち
は
通
常
の
手
段
と
は
言
え
な
い
「
座
り
込
み
」

を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
論
理
の
特

徴
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

（
二
）「
母
親
」
た
ち
の
運
動
の
論
理
と
は

　
こ
こ
で
は
、
と
も
す
る
と
リ
ス
ク
の
高
い
「
座
り
込
み
」
と
い
う

運
動
手
法
に
注
目
し
、
こ
れ
に
参
加
し
た
練
馬
母
親
連
絡
会
関
係
の

三
人
の
女
性
た
ち
の
手
記
を
も
と
に
「
母
親
」
た
ち
の
座
り
込
み
の

動
機
や
そ
の
論
理
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
三
人
の
述
懐
は
、「
子

ど
も
や
暮
ら
し
の
た
め
」
と
い
う
従
来
の
母
親
運
動
の
評
価（
（3
（

か
ら
み

る
と
、ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
の
か
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

・
蔵
園
正
枝
の
述
懐

　
蔵
園
は
一
九
四
九
年
に
練
馬
区
に
転
入
し
、
第
二
回
日
本
母
親
大

会
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、
練
馬
母
親
連
絡
会
発
足
と
と
も
に
活

動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た（
（3
（

。
蔵
園
は
強
行
採
決
当
日
の
様
子
を
『
豆

ニ
ュ
ー
ス
』
二
四
号
で
語
っ
て
い
る（
（3
（

。
蔵
園
は
、座
り
込
み
に
は
「
強

行
採
決
に
よ
っ
て
危
機
感
を
持
っ
た
人
々
が
、
今
ま
で
来
な
か
っ
た

人
々
を
さ
そ
い
、
周
辺
の
人
た
ち
は
子
ど
も
連
れ
で
集
」
ま
っ
た
と

語
っ
て
い
る
。
蔵
園
の
語
り
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
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「
母
親
」
た
ち
は
な
ぜ
「
座
り
込
み
」
を
し
た
の
か
（
増
渕
・
石
倉
）

「
強
行
採
決
」
と
い
う
議
会
の
方
法
に
対
す
る
危
機
感
を
中
心
と
し

て
記
述
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
豊
島
園
場

外
馬
券
売
場
設
置
反
対
運
動
に
お
い
て
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
や

陳
情
書
で
は
、
主
に
教
育
環
境
や
、
青
少
年
へ
の
影
響
を
反
対
理
由

と
し
て
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
豆
ニ
ュ
ー
ス
』
に
お

け
る
蔵
園
の
主
張
に
は
そ
れ
が
登
場
し
な
い
。
む
し
ろ
、蔵
園
は「
も

し
強
行
採
決
で
も
さ
れ
た
ら
報
道
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
考
え
、
各

新
聞
社
に
電
話
を
し
て
マ
ス
コ
ミ
も
利
用
し
な
が
ら
訴
え
て
い
く
な

ど
、「
強
行
採
決
」
自
体
へ
の
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
蔵
園
は
、「
半
月
の
運
動
の
中
で
一
番
強
く
感
じ
た
の
は
、

た
と
え
区
長
が
は
っ
き
り
し
な
く
て
も
、
革
新
区
政
に
よ
っ
て
私
た

ち
は
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
革
新
だ
か
ら
こ
そ
退
去
を
命
ぜ
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
坐
り
こ
み
が
出
来
た
こ
と
」
だ
と
振
り
返
る
。
さ
ら
に

「
革
新
区
政
は
何
と
し
て
も
守
ら
な
け
れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
た
」

と
も
言
っ
て
い
る
。
蔵
園
が
重
要
視
す
る
「
革
新
区
政
」
の
あ
り
方

と
は
、革
新
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
は
な
い
。
蔵
園
が
「
革
新
」

に
込
め
た
意
味
と
は
、
多
く
の
陳
情
・
請
願
合
戦
と
、
署
名
に
よ
る

反
対
運
動
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
な
い
、
行
政
や
議
会
の
在
り
方
に

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
た
強
行
採
決
は
蔵
園
に
と
っ
て

許
容
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
語
り
か
ら
は
、
従
来
の
住
民
運
動
の
方
法
に
反
し
た
議
会

の
「
強
行
採
決
」
へ
の
危
機
意
識
が
見
え
て
く
る
。
蔵
園
が
座
り
込

み
を
行
っ
た
主
た
る
理
由
は
、「
子
ど
も
や
暮
ら
し
」
か
ら
の
関
心

と
と
も
に
、
住
民
自
治
の
在
り
方
を
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
と
い
う

政
治
的
関
心
か
ら
で
あ
っ
た
。 

・
福
富
美
津
代
の
述
懐

　
福
富
は
、
一
九
六
一
年
よ
り
練
馬
区
関
に
居
住（
（3
（

し
、
一
九
七
一
年

の
関
中
学
校
新
設
運
動
を
通
し
て
、
練
馬
母
親
連
絡
会
と
接
点
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た（
（3
（

。
福
富
は
『
豆
ニ
ュ
ー
ス
』
二
四
号
に
て
、
二
五

日
の
強
行
採
決
後
の
座
り
込
み
に
参
加
し
た
体
験
談
を
寄
せ
て
い

る（
（3
（

。
福
富
に
よ
る
と
、「『
午
前
中
議
運
で
午
後
本
会
議
よ
』
と
い
う

お
電
話
を
い
た
だ
い
た
時
は
、
ど
ん
な
無
茶
を
や
る
か
行
っ
て
見
て

こ
よ
う
と
思
っ
て
出
か
け
た
」
が
、「
思
い
が
け
ず
徹
夜
の
座
り
込

み
に
加
わ
り
、
時
々
刻
々
と
事
態
が
変
化
し
、
遂
に
は
強
行
採
決
無

効
に
な
る
ま
で
の
経
過
を
見
届
け
」
た
と
い
う
。

　
福
富
の
語
り
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、「
夕
方
に
な
れ
ば
、
お

母
さ
ん
た
ち
は
夕
飯
の
支
度
で
帰
る
だ
ろ
う
、
ま
さ
か
深
夜
ま
で
は

と
、
敵
側
は
イ
カ
ツ
イ
男
共
を
と
っ
か
え
ひ
っ
か
え
動
員
し
て
、
こ

ち
ら
が
手
薄
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
強
引
に
や
っ
て
し
ま
お
う
と
ひ
き

の
ば
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
‥
‥
‥
ド
ッ
コ
イ
亭
主
の
帰
宅
時
刻
に

な
る
と
、
ロ
ビ
ー
の
赤
電
話
は
満
員
、『
帰
れ
る
も
の
か
』
と
子
ど

も
連
れ
の
若
い
お
母
さ
ん
も
夜
更
け
ま
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
」

と
い
う
記
述
で
あ
る
。



－  52  －－  53  －

史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

　
こ
の
語
り
の
中
で
重
要
な
こ
と
は
、
夕
方
に
な
っ
て
も
夕
食
の
支

度
な
ど
で
帰
宅
せ
ず
、
夫
に
電
話
を
し
て
ま
で
座
り
込
ん
だ
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
「
母
親
」
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
う
い
っ
た
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と

は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
特
に
夜
間
と
な
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
「
母
親
」
た
ち
の
運
動
参
加
の
状
況
に
つ
い
て
、

一
九
七
〇
年
代
当
時
に
同
じ
く
練
馬
母
親
連
絡
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ

た
岡
田
京
子
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　「
私
が
よ
く
出
歩
く
し
、
電
話
も
か
か
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
を
し

て
い
た
（
中
三
の
時
）
一
年
間
は
、
ど
ん
な
に
遅
く
な
っ
て
も
何

に
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
。
週
五
、六
日
出
て
い
た
ん
で
す
よ
あ
の
頃

は
。・
・
・（
中
略
）・
・
・
わ
た
し
も
最
初
は
気
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
平
気
で
出
か
け
て
い
き
ま
す
。
で
も
、
ま
だ
一
泊
旅
行
は
許

さ
れ
な
い
ん
で
す
。・
・
・（
中
略
）・
・
・
や
る
こ
と
や
っ
て
出
て

い
く
こ
と
に
対
し
て
、
最
近
や
っ
と
昼
間
だ
け
は
黙
認
し
た
と
言
っ

て
い
ま
す
。『
夜
は
ま
だ
だ
ぞ
』
っ
て
言
っ
て
ま
す
が
、
年
に
一
、二

回
夜
出
る
と
き
は
、
当
日
早
口
で
言
っ
て
出
て
く
る
ん
で
す（
（3
（

」。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
女
性
た
ち
の
中
に
は
、
運
動
参
加
、
特
に

夜
間
に
家
を
あ
け
る
よ
う
な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
感

じ
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
福
富
の
文
章
か
ら
は
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
座
り
込
み
を
続
け
る
こ
と
を
選
択
し
た
女
性
た

ち
が
見
え
て
く
る
。
蔵
園
の
語
り
と
は
異
な
る
、「
母
親
」
役
割
と

の
関
連
で
躊
躇
す
る
意
識
が
あ
り
つ
つ
も
、
そ
れ
を
払
拭
し
て
行
動

す
る
女
性
た
ち
の
姿
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
福
富
は
、豊
島
園
側
の
馬
券
売
場
設
置
の
手
口
に
つ
い
て「
お

金
が
お
ち
る
と
い
う
こ
と
を
う
ま
い
話
に
す
れ
ば
通
る
な
ど
と
、
住
民

を
馬
鹿
に
し
た
や
り
方
」
は
「
許
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

で
も
、
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
反
対
の
理
由
と
し
て
「
子
ど
も
や
暮

ら
し
」
を
理
由
と
せ
ず
、「
住
民
を
馬
鹿
に
し
た
や
り
方
」
が
許
せ
な

い
と
い
う
点
に
怒
り
の
矛
先
が
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
以
上
の
福
富
の
語
り
か
ら
は
、
特
に
外
出
が
厳
し
く
な
る
夜
に
か

け
て
「
母
親
」
役
割
に
躊
躇
し
つ
つ
も
座
り
込
み
に
参
加
す
る
「
母

親
」た
ち
の
様
子
が
み
え
て
く
る
。ま
た
福
富
は
蔵
園
と
同
じ
く
、「
子

ど
も
や
暮
ら
し
」
の
環
境
が
悪
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
自
分

た
ち
「
住
民
」
を
「
馬
鹿
さ
れ
た
」
と
い
う
怒
り
か
ら
座
り
込
み
に

参
加
し
て
い
る
様
子
が
分
か
っ
た
。

・
松
本
輝
代
の
述
懐

　
松
本
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
練
馬
区
の
婦
人
学
習
グ
ル
ー
プ
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
の
代
表
メ
ン
バ
ー（
（3
（

で
も
あ
り
、
練
馬
母
親
連
絡
会
に
も
顔

を
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
七
八
年（
（3
（

の
東
京
母
親
大
会
で
、
練
馬

母
親
連
絡
会
の
代
表
と
し
て
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
反
対
運
動
に
つ

い
て
報
告
し
て
い
る
。
報
告
に
よ
る
と
、「
子
供
達
の
た
め
に
反
対

し
な
け
れ
ば
」
と
署
名
集
め
を
行
う
「
母
親
」
の
姿
が
あ
っ
た
こ
と
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「
母
親
」
た
ち
は
な
ぜ
「
座
り
込
み
」
を
し
た
の
か
（
増
渕
・
石
倉
）

を
紹
介
し
な
が
ら
、こ
の
強
行
採
決
が「
余
り
に
も
無
暴(

マ
マ)

な
、

子
供
達
に
見
せ
た
く
な
い
、
最
も
質
の
悪
い
」
も
の
で
あ
っ
た
と
強

調
し
て
い
る
。
ま
た
、
議
会
終
了
後
に
委
員
長
が
豊
島
園
の
傍
聴
者

に
守
ら
れ
て
雲
が
く
れ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
私
達
は
あ
然
と
し
、

国
会
な
み
の
暴
力
採
決
だ
と
思
い
が
燃
え
上
が
り
ま
し
た
」
と
怒
り

を
露
わ
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
注
目
し
た
い
の
は
、「
子
供
達
に

見
せ
た
く
な
い
」も
の
は
馬
券
売
場
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
無
謀
な
」

議
会
の
様
子
に
あ
る
と
松
本
は
考
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
松
本
も
蔵
園
、
福
富
と
同
様
に
議
会
の
暴
力
的
な
や
り
方
に
対
し

て
怒
り
を
露
わ
に
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
松
本
は
座
り
込
み
の
様
子
に
つ
い
て
、「
夕
食
の
支
度
や
、

子
供
を
夫
に
あ
ず
け
に
帰
っ
た
母
親
も
、
ま
た
ロ
ビ
ー
に
戻
っ
て
き

て
、
二
百
人
が
座
り
こ
み
ま
し
た（
（4
（

」
と
、
夫
に
子
ど
も
を
あ
ず
け
る

こ
と
が
で
き
た
「
母
親
」
の
様
子
も
描
い
て
お
り
、
こ
の
点
は
注
目

に
値
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
松
本
の
語
り
か
ら
は
、「
子
供
達
の
た
め
に
反
対
し

な
け
れ
ば
」
と
積
極
的
に
活
動
す
る
「
母
親
」 

た
ち
の
姿
が
わ
か
る
。

ま
た
福
富
の
述
懐
と
は
異
な
っ
て
、夫
に
子
ど
も
を
預
け
る
よ
う
な
、

「
母
親
」
役
割
と
い
う
性
別
分
担
を
流
動
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
可
能
性
を
持
っ
た
場
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
し
た
い
。
さ

ら
に
、
強
行
採
決
に
つ
い
て
「
国
会
な
み
の
暴
力
採
決
だ
と
思
い
が

燃
え
上
が
」
っ
た
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
蔵
園
や
福
富
と
同
様
、

松
本
も
馬
券
売
場
そ
の
も
の
に
加
え
、
強
行
採
決
と
い
う
政
治
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
松
本
の
座
り

込
み
の
論
理
と
し
て
は
、
子
ど
も
に
悪
影
響
な
も
の
は
馬
券
売
場
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ま
さ
に
「
暴
力
的
」
な
議
会
の
在
り
方
に
あ
る
と
考

え
、
そ
の
議
会
へ
の
怒
り
か
ら
座
り
込
み
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
松
本
の
述
懐
か
ら
は
「
子
ど
も
の
た
め
」
と
い

う
母
親
役
割
を
意
識
し
つ
つ
も
、
性
別
役
割
分
業
を
揺
る
が
す
よ
う

な
場
面
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
強
行
採
決
そ
れ
自
体
へ
の
批
判
か

ら
反
対
運
動
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
分

か
っ
た
。

（
三
）
ま
と
め

　「
家
庭
」
や
「
子
ど
も
」
の
存
在
が
「
座
り
込
み
」
へ
の
さ
ま
ざ

ま
な
躊
躇
と
な
り
つ
つ
も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
行
動
し
た
の
は
何

故
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
三
人
の
語
り
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
馬

券
売
場
そ
の
も
の
へ
の
反
対
意
識
に
加
え
、
当
時
の
議
会
の
在
り
方

へ
の
批
判
を
理
由
と
し
て
い
た
。
た
だ
単
に
『
練
馬
区
議
会
年
報
』

の
請
願
・
陳
情
書
を
見
る
限
り
で
は
、
子
ど
も
や
家
庭
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
と
い
う
理
由
で
馬
券
売
場
設
置
に
反
対
し
て
い
る
面
だ

け
が
見
え
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
母
親
」
た
ち
の
語
り
か
ら
は

そ
れ
に
加
え
、
む
し
ろ
女
性
た
ち
の
運
動
の
参
加
の
論
理
と
し
て
、

強
行
採
決
を
行
な
っ
た
議
会
へ
の
反
発
が
み
い
だ
せ
る
。
従
来
の
運
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

動
と
は
異
な
る
手
段
に
打
っ
て
出
た
の
は
、「
強
行
採
決
」
を
行
う

革
新
区
政
へ
の
強
い
危
機
意
識
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
反
対
運
動
は
、
賛
成
派
の
請
願
陳
情

件
数
が
多
数
と
な
り
三
月
二
五
日
の
委
員
会
で
の
採
決
を
許
す
こ
と

に
な
っ
た
が
、そ
れ
は
単
な
る
「
反
対
派
」
に
よ
る
運
動
の
「
失
敗
」

で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
保
守
派
が
多
数
を
占
め
て
い
た
委
員

会
の
た
め
に
反
対
派
の
陳
情
・
請
願
が
公
平
な
観
点
で
取
り
扱
わ
れ

ず
、「
強
行
採
決
」
と
い
う
議
会
の
選
択
の
も
と
で
の
失
敗
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
第
二
章
で
み
た
よ
う
に
、「
母
親
」

た
ち
は
請
願
・
陳
情
で
訴
え
て
い
た
「
子
ど
も
の
た
め
」
で
あ
る
こ

と
と
も
に
、
公
平
性
を
欠
い
た
議
会
の
在
り
方
に
対
し
て
危
機
感
を

覚
え
、「
座
り
込
み
」
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
。
か
つ
、そ
こ
で
の
「
座

り
込
み
」
は
、「
夜
」
と
い
う
時
間
を
徹
し
て
行
わ
れ
た
。
豊
島
園

場
外
馬
券
売
場
反
対
運
動
に
お
け
る
「
母
親
」
た
ち
の
行
動
は
、
地

方
自
治
の
担
い
手
と
し
て
の
経
験
を
通
じ
て
、
従
来
の
先
行
研
究
上

で
描
か
れ
て
い
た
母
親
役
割
と
い
う
枠
組
み
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
こ
う
し
た
「
母
親
」
た
ち
を
始

め
と
す
る
住
民
運
動
が
、
一
九
七
〇
年
代
の
練
馬
区
革
新
区
政
を
支

え
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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「
母
親
」
た
ち
は
な
ぜ
「
座
り
込
み
」
を
し
た
の
か
（
増
渕
・
石
倉
）

註（1
）  
『
練
馬
区
議
会
史
』（
練
馬
区
議
会
、
一
九
九
一
年
）
四
七
三
～

四
七
七
頁
。

（
２
）
ほ
か
、
当
時
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
『
練
馬
区
議
会
年
報
　
昭

和
53
年
版
』（
練
馬
区
議
会
事
務
局
、
一
九
七
九
年
）
に
ま
と
め
て
記

載
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
練
馬
母
親
連
絡
会
に
関
す
る
研
究
史
と
し
て
は
、「
練
馬
女
性
史
を

拓
く
会
」
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
今
日
ま
で
に
計
八
冊
刊
行
さ
れ
て

い
る
。「
練
馬
女
性
史
を
拓
く
会
」
は
、
連
絡
会
に
所
属
し
て
い
た
メ

ン
バ
ー
へ
の
聞
き
取
り
や
、
連
絡
会
が
残
し
た
資
料
を
元
に
、
練
馬

区
の
地
域
女
性
史
と
し
て
女
性
た
ち
の
運
動
の
軌
跡
を
学
習
、
調
査
・

研
究
、
出
版
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
（
山
嵜
雅
子
「
市
民
運
動

を
記
録
す
る
営
み
―
記
憶
（
運
動
経
験
）
を
継
承
す
る
―
」『
社
会

文
化
研
究
』
第
一
八
号
、
社
会
文
化
学
会
、
二
〇
一
六
年
、
九
六
～

九
七
頁
を
参
考
）。

　『
始
ま
り
は
ひ
と
り
か
ら
　
練
馬
の
女
性
た
ち
の
記
録
』
そ
の
一

（
二
〇
〇
三
年
）、そ
の
二
（
二
〇
〇
五
年
）、そ
の
三
（
二
〇
〇
七
年
）、

総
論
編
そ
の
一
（
二
〇
一
〇
年
）、
総
論
編
そ
の
二
（
二
〇
一
二
年
）、

総
論
編
そ
の
三
（
二
〇
一
五
年
）、
総
論
編
そ
の
四
（
二
〇
一
七
年
）、

総
論
編
そ
の
五
（
二
〇
一
八
年
）。

（
4
）「
第
十
四
章
　
保
守
の
都
政
奪
還
へ
の
道
」
源
川
真
希
『
東
京
市
政 

首
都
の
近
現
代
史
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
九
一
～

三
九
二
頁
。

（
5
）「
区
議
会
　
深
夜
ま
で
も
む
　
反
対
派
　
庁
内
座
り
込
み
　
練
馬
」

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
八
年
三
月
二
八
日
、
東
京
朝
刊
。
ま
た
プ
ー
ル

来
場
が
見
込
め
る
夏
場
に
比
べ
、
冬
場
に
客
足
が
途
絶
え
る
厳
し
い

実
情
も
あ
っ
た
（「
競
馬
：
豊
島
園
の
場
外
馬
券
売
場
、
建
設
計
画
白

紙
に
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
七
八
年
四
月
二
九
日
、
東
京
朝
刊
）。

（
6
）
こ
れ
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
豊
島
園
は
別
会
社
で
あ
る
城
北
駐

車
場
を
設
立
し
、
豊
島
園
駅
の
東
側
に
あ
る
三
階
建
て
駐
車
場
を
場

外
馬
券
売
場
に
改
造
し
、
中
央
競
馬
会
に
賃
貸
す
る
こ
と
を
計
画
し

た
（「
イ
ン
サ
イ
ド
・
レ
ポ
ー
ト
　
最
後
の
希
望
も
断
ち
切
ら
れ
た
豊

島
園
の
行
方
」『
実
業
界
』
四
九
二
号
、一
九
七
六
年
三
月
、四
二
頁
）。

背
景
と
し
て
、
当
時
中
央
競
馬
会
の
場
外
の
売
り
上
げ
比
率
が
場
内

と
比
べ
て
逆
転
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
場
外
売
場
の
整
備
・
拡
充
を

狙
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
（「
社
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
豊
島
園
の
場
外

馬
券
売
場
に
再
度
“
待
っ
た
”　
―
計
画
変
更
し
て
申
請
し
た
が
、
継

続
審
議
に
―
」『
実
業
界
』
五
四
一
号
、一
九
七
八
年
五
月
、一
五
頁
）。

（
7
）
不
採
択
の
理
由
は
、「
環
境
破
壊
、
青
少
年
の
非
行
化
を
招
く
、
車

公
害
を
引
き
お
こ
す
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
強
い
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

前
掲
「
イ
ン
サ
イ
ド
・
レ
ポ
ー
ト
　
最
後
の
希
望
も
断
ち
切
ら
れ
た

豊
島
園
の
行
方
」（
注
六
）、
四
三
頁
。

（
8
）
建
築
申
請
が
出
さ
れ
た
時
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
年
度
代
わ
り
で
三
月
総
会

が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
一
九
五
三
年
東
京
母
親
大

会
報
告
原
稿
　
豊
島
園
の
場
外
馬
券
売
場
反
対
運
動
」（「
一
九
五
三

年
」
と
あ
る
の
は
、昭
和
五
三
年
、一
九
七
八
年
の
記
載
ミ
ス
と
推
定
、

立
教
大
学
共
生
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）、
蔵
園
正
枝
「
全
体
の
経

過
」（『
豆
ニ
ュ
ー
ス
』
二
四
号
、一
九
七
八
年
四
月
四
日
）
三
頁
よ
り
。

（
9
）そ
の
様
子
は
、練
馬
母
親
連
絡
会
が
毎
月
発
行
し
て
い
る『
豆
ニ
ュ
ー

ス
』
二
四
号
（
一
九
七
八
年
四
月
四
日
、
立
教
大
学
共
生
社
会
研
究

セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
に
詳
細
な
情
報
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
10
）「
ひ
っ
く
り
返
し
た
『
強
行
採
決
』　
豊
島
園
馬
券
場
、
ま
さ
に
、

住
民
パ
ワ
ー
を
発
揮
」（『
豆
ニ
ュ
ー
ス
』
二
四
号
）
二
頁
。

（
11
）「
三
月
の
連
絡
会
で
話
し
あ
っ
た
こ
と
」（『
豆
ニ
ュ
ー
ス
』
二
四
号
、
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

一
九
七
八
年
四
月
）
一
頁
。

（
12
）
同
右
、
同
頁
。

（
13
）
前
掲
「
ひ
っ
く
り
返
し
た
『
強
行
採
決
』　
豊
島
園
馬
券
場
、
ま
さ

に
、
住
民
パ
ワ
ー
を
発
揮
」（
注
一
〇
）、
二
頁
。

（
14
）
こ
れ
は
、
練
馬
区
の
革
新
自
治
体
を
支
え
る
革
新
勢
力
が
、「
革
新
」

と
い
う
政
治
的
な
利
害
関
係
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
く
ま
で
練
馬
区
の

一
住
民
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
も
評
価
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、

運
動
体
の
原
動
力
は
あ
く
ま
で
も
「
区
民
と
し
て
い
か
に
地
域
を
良

く
し
て
い
く
か
」、「
そ
の
た
め
に
は
行
政
（
ま
た
は
都
・
国
）
に
ど

う
訴
え
て
い
く
の
か
」
と
い
う
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

（
15
）「
昭
和
五
三
年
　
第
二
回
定
例
会
　
六
月
二
九
日
」（
練
馬
区
議
会『
練

馬
区
議
会
会
議
録
』
第
六
八
四
号
）、
武
藤
芳
雄
（
日
本
共
産
党
練
馬

区
議
団
）
の
発
言
よ
り
。

（
16
）
連
絡
会
の
蔵
園
が
、
賛
成
八
件
、
反
対
二
件
の
陳
情
・
請
願
が
都

市
環
境
委
員
会
の
付
託
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
三
月

一
三
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。
前
掲
「
全
体
の
経
過
」（
注
八
）
三
頁
。

（
17
）
建
築
申
請
が
出
さ
れ
た
の
ち
に
委
員
会
は
計
四
回
行
わ
れ
た
も
の

の
、「
請
願
・
陳
情
を
審
議
す
る
都
市
環
境
委
員
会
に
本
計
画
の
お

お
よ
そ
が
わ
か
る
と
さ
れ
る
資
料
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
た
の
は
、

二
十
四
日
の
早
朝
よ
り
一
時
間
一
六
分
、
翌
二
五
日
の
二
〇
分
、
合

わ
せ
て
二
時
間
足
ら
ず
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
前
掲
「
昭
和
五
三
年

　
第
二
回
定
例
会
　
六
月
二
九
日
」（
注
一
五
）
武
藤
芳
雄
の
発
言
よ

り
。

（
18
）
前
掲
「
三
月
の
連
絡
会
で
話
し
あ
っ
た
こ
と
」（
注
一
一
）、
一
頁
。

（
19
）
前
掲
「
ひ
っ
く
り
返
し
た
『
強
行
採
決
』　
豊
島
園
馬
券
場
、
ま
さ

に
、
住
民
パ
ワ
ー
を
発
揮
」（
注
一
〇
）、
二
頁
。

（
20
）
前
掲
「
全
体
の
経
過
」（
注
八
）
三
頁
。

（
21
）
前
掲
「
ひ
っ
く
り
返
し
た
『
強
行
採
決
』　
豊
島
園
馬
券
場
、
ま
さ

に
、
住
民
パ
ワ
ー
を
発
揮
」（
注
一
〇
）、
二
頁
。

（
22
）
練
馬
区
長
の
表
明
は
、
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
の
建
築
確
認
申
請

が
取
り
下
げ
ら
れ
た
後
の
一
九
七
八
年
四
月
一
七
日
に
示
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。「
豊
島
園
場
外
馬
券
売
場
　
区
長
事
実
上
の
反
対
表
明

へ
」『
反
対
同
盟
ニ
ュ
ー
ス
』
ナ
ン
バ
ー
五
（
一
九
七
八
年
四
月
一
七

日
、
立
教
大
学
共
生
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
23
）
小
沼
稜
子
「
学
校
づ
く
り
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
ゆ
み
」
練
馬
女
性
史
を

拓
く
会
『
始
ま
り
は
ひ
と
り
か
ら
　
練
馬
の
女
性
た
ち
の
記
録
　
総

論
編
そ
の
一
』（
二
〇
一
〇
年
）
二
四
頁
。

（
24
）
前
掲
「
全
体
の
経
過
」（
注
八
）
三
頁
。

（
25
）「
豊
島
園
と
う
と
う
建
築
確
認
申
請
を
取
下
げ
」（『
豆
ニ
ュ
ー
ス
』

二
五
号
、
一
九
七
八
年
五
月
一
九
日
、
立
教
大
学
共
生
社
会
研
究
セ

ン
タ
ー
所
蔵
）
三
頁
。

（
26
）
住
民
か
ら
の
反
対
の
声
が
強
い
こ
と
や
、
三
月
の
区
議
会
の
混

乱
ぶ
り
な
ど
を
考
慮
し
、
馬
券
売
場
建
築
確
認
申
請
は
「
諸
般
の

事
情
か
ら
白
紙
に
戻
す
」
こ
と
と
な
っ
た
。「“
豊
島
園
馬
券
”
走

ら
ず
　
馬
券
売
り
場
建
設
　
確
認
申
請
取
り
下
げ
」（『
読
売
新
聞
』

一
九
七
八
年
四
月
二
九
日
）。

（
27
）
そ
の
後
、
こ
の
豊
島
園
問
題
は
一
九
七
九
年
の
国
際
児
童
年
に
合

わ
せ
、
子
ど
も
の
文
化
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
“
子
ど
も
の
城
”

建
設
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。「
泊
り
こ
み
の
四
月
連

絡
会
　
国
立
婦
人
会
館
で
ス
ゴ
く
ご
立
派
で
し
た
」（『
豆
ニ
ュ
ー
ス
』

二
五
号
）
一
頁
。

（
28
）
桜
井
由
機
「
練
馬
の
女
性
と
運
動
―
練
馬
母
親
連
絡
会
を
中
心
に
」

練
馬
女
性
史
を
拓
く
会
『
始
ま
り
は
ひ
と
り
か
ら
　
練
馬
の
女
性
た
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「
母
親
」
た
ち
は
な
ぜ
「
座
り
込
み
」
を
し
た
の
か
（
増
渕
・
石
倉
）

ち
の
記
録
　
総
論
編
そ
の
一
』（
二
〇
一
〇
年
）
二
～
三
頁
。

（
29
）「『
母
親
』
か
ら
主
権
者
へ
―
練
馬
母
親
連
絡
会
の
報
告
」
日
本
青

年
奉
仕
協
会
『
青
年
と
奉
仕
』
№
一
一
〇
（
一
九
七
七
年
）
所
収
、

二
二
頁
。

（
30
）
同
右
書
、
同
頁
。

（
31
）
早
川
紀
代
「
戦
後
女
性
史
研
究
の
動
向
と
課
題
」『
年
報
日
本
現
代

史
』
編
集
委
員
会
編
『
戦
後
地
域
女
性
史
再
考
　
年
報
・
日
本
現
代

史
第
一
八
号
』（
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
、
一
九
六
頁
。

（
32
）
前
掲
書
『
始
ま
り
は
ひ
と
り
か
ら
　
練
馬
の
女
性
た
ち
の
記
録
　

総
論
編
そ
の
一
』（
注
二
八
）
四
頁
。

（
33
）
前
掲
、
蔵
園
正
枝
「
全
体
の
経
過
」（
注
八
）。

（
34
）
練
馬
女
性
史
を
拓
く
会
『
始
ま
り
は
ひ
と
り
か
ら
　
練
馬
の
女
性

た
ち
の
記
録
　
そ
の
一
』（
二
〇
〇
三
年
）、
一
〇
六
頁
。

（
35
）
前
掲
書
『
始
ま
り
は
ひ
と
り
か
ら
　
練
馬
の
女
性
た
ち
の
記
録
　

総
論
編
そ
の
一
』（
注
二
八
）、
五
～
七
頁
。

（
36
）
福
富
美
津
代
「
坐
り
込
み
に
参
加
し
て
」（『
豆
ニ
ュ
ー
ス
』
二
四
号
、

一
九
七
八
年
四
月
四
日
）。

（
37
）
岡
田
京
子
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
私
の
原
点
」
練
馬
女
性
史
を
拓
く

会
『
始
ま
り
は
ひ
と
り
か
ら
　
練
馬
の
女
性
た
ち
の
記
録
　
そ
の
二
』

（
二
〇
〇
五
年
）、
一
一
頁
。

（
38
）『
練
馬
区
婦
人
学
習
グ
ル
ー
プ
一
覧
表
』（
一
九
七
八
年
）、
立
教
大

学
共
生
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
39
）
前
掲
「
一
九
五
三
年
東
京
母
親
大
会
報
告
原
稿
　
豊
島
園
の
場
外

馬
券
売
場
反
対
運
動
」（
注
八
）。
括
弧
内
は
筆
者
註
。

（
40
）
同
右
資
料
。

（
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）


